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平成２８年度第２回那珂市総合開発審議会 会議録 

 

１ 日時 平成２８年１０月２６日（水） 午後１時３１分から午後４時１１分まで 

 

２ 場所 那珂市役所本庁舎４階 庁議室 

 

３ 出席者 

（１）委員 

遠藤実委員、寺門厚委員、古川洋一委員、佐藤哲夫委員、浅川清司副会長、 

砂金祐年会長、有賀絵理委員、鴨志田和枝委員、住谷啓二委員、海野宏幸委員、 

椎名猛博委員、中村健副会長、江尻一彦委員、 

（２）那珂市総合計画策定委員会 

委員長（那珂市副市長） 宮本俊美 

（３）事務局 

企画部：部長 関根芳則、次長兼政策企画課長 篠原英二 

政策企画課：課長補佐（総括） 浅野和好、課長補佐(政策企画ｸﾞﾙｰﾌﾟ長) 篠原広明、 

係長 照沼克美、係長 川勾貴弘 

（４）コンサルタント会社 

株式会社ジャパンインターナショナル総合研究所：まちづくりプランナー 塚田和司 

 

４ 欠席者 

勝村晃夫委員、眞﨑孝昭委員、黒澤昭委員、間宮一委員、神永直美委員、 

小野瀬好良委員、平野聡委員、 

 

５ 会議内容 

（１）開会 

○事務局（篠原次長） 皆様、改めまして、こんにちは。本日は、大変お忙しい中を第２

回の審議会にお集まりいただきまして、誠にありがとうございます。 

会議に入る前に、事務局から一つご連絡がございます。ご案内のとおり、本日、第２

回の審議会より、第２次那珂市総合計画の基本構想について、骨子案を皆様にお示しい

たしまして、ご審議をしていただくということにしてございます。そのため、本日付け

で諮問書を砂金会長の方に提出させていただきました。皆様のお手元には、その写しが

あるかと思います。ご確認いただければと思います。 

それでは、ただ今より、平成２８年度第２回那珂市総合開発審議会を開催いたします。 

開会に当たりまして、砂金会長よりごあいさつをお願いしたいと存じます。 

 

（２）会長あいさつ 

○砂金会長 皆様、こんにちは。第２回目になりましたが、本日もよろしくお願いします。 

議事に先立ちまして、一言ごあいさつさせていただきますが、実は、私は那珂市以外

にも日立市でも総合計画の策定の委員をしておりますが、非常に難しい課題に直面して
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おりまして、日立市は、人口はもちろん那珂市よりも随分多ございますけども、実は全

国で８９６ある消滅可能性都市の一つとなっております。しかも、人口減少率に関しま

しては、全国でもトップクラス。非常に厳しい状況に日立市は立たされておりますが、

翻ってこの那珂市でございますが、今年の６月に東洋経済が全国の住みよさランキング

の２０１６年バージョンを発表いたしましたが、全国８１３都市のうち、４０位と非常

に上位にランキングされております。ですので、那珂市はおそらく全国の自治体の中で

も、稀有な今後も発展の力を秘めた自治体であるということが言えるかと思います。も

ちろん、様々な課題はございます。しかしながら、そういった課題を克服し、そして、

より良い那珂市としていくために、是非、皆様のお力をお借りしまして、より良い総合

計画の骨子を作っていきたいと思います。 

本日はよろしくお願いいたします。 

 

（３）報告 

ア 平成２７年度市民アンケート結果の概要について 

○事務局（篠原次長） ありがとうございました。 

なお、本日、会議の出席でございますが、現在１２名でございます。当審議会設置条

例第５条の規定によりまして、過半数を超えておりますので、会議が成立していること

をご報告申し上げます。 

それでは、これからの進行につきましては、設置条例第３条の規定に基づきまして、

砂金会長の方にお任せをいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（砂金会長） はい。それでは早速、次第に従いまして会議を進めてまいりたいと

思います。まず、次第の３になりましょうか。報告の（１）平成２７年度市民アンケー

ト結果の概要について、事務局よりご説明をお願いいたします。 

○事務局（篠原課長補佐） はい。それでは改めまして、皆さんこんにちは。説明に入り

ます前にですね、資料の確認をさせていただきたいと思います。 

本日の資料につきましては、事前に郵送等でお配りしているところでございますけれ

ども、一つずつ申し上げてまいります。まずですね、本日の次第でございます。平成２

８年度第２回那珂市総合開発審議会次第。次にですね、資料１ 平成２７年度市民アン

ケート結果の概要。続きまして、資料の２、市民ワークショップの開催結果について。

続きまして、資料の３、まちづくりカフェの開催結果について。続きまして、資料の４、

小中学生まちづくり絵画展について。最後になりますが、資料の５、第２次那珂市総合

計画基本構想（骨子案）。以上でございます。不足等はございませんでしょうか。 

それでは早速、始めのですね、平成２７年度市民アンケート結果の概要についてご説

明いたします。座って失礼いたします。 

市民アンケート結果の概要につきましては、資料の１でございます。市では、市民の

皆様の現状やご意向を把握するためにですね、総合計画を始めとする各種計画の進行管

理に役立てるために、毎年２月ごろに市民アンケートを実施してございます。 

今年につきましては、１月１５日から２月１２日に実施いたしまして、２０歳以上の

市民２，０００人にアンケートを送付し、８４４通の回答がございました。 

特に今年は、総合計画の策定年ということもあったことから、アンケートの設問に新
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たに「那珂市の現状と将来像について」を加えておりますので、その結果についてご説

明したいと思います。 

まず、回答者の地区別、年代別の構成比についてでございますけれども、地区別では

菅谷地区が最も多く３８．８６％、年代別では６０代が最も多くなっておりまして、６

０代前半と後半を合わせますと２５．８３％となってございます。 

裏面２ページをご覧ください。質問の一つ目でございます、「那珂市は住みやすいまち

だと思いますか」という設問でございます。 

この設問に対しまして、「住みやすいと思う」「どちらかと言えば住みやすいと思う」

を合わせますと、約８４％の方が住みやすいと回答しておりまして、先ほど砂金会長の

方からもごあいさつにありましたとおり、皆さんもお聞きになったことがあるかと思い

ますけれども、東洋経済新報社の２０１６年の住みよさランキングで、那珂市は関東第

５位、茨城県第３位という調査結果となっております。市民の方もですね、そのまま住

みやすいということを感じておりまして、「住みよさ」というのは、那珂市の大変な強み

であるということが評価できると思います。 

下段のグラフにつきましては、ただ今の設問を年代別にしたグラフでございます。 

先ほどの円グラフでは、約８４％の方が「住みやすいと思う」「どちらかと言えば住み

やすいと思う」としておりましたが、年代別に見ましても、すべての年代で８０％を超

えている結果となっています。加えまして、６０代前半の「住みやすいと思う」という

結果につきましては、３８．２４％となってございまして、特筆すべき結果であると思

います。 

逆に、「住みにくいと思う」「どちらかと言えば住みにくい」が多い年代といたしまし

ては、５０代を合計いたしますと１４．５７％と高くなっているものの、働き盛り、子

育て世代の中心といえる４０代では、８．４％と低い結果となっておりまして、全体的

な結果としましては、総じて那珂市の住みやすさとしては、満足しているものと評価で

きると思います。 

続きまして３ページをお願いいたします。 

質問の二つ目でございます。「市の現状をどのように感じていますか」という質問です。 

グラフ中、左側の青色と赤色が「十分」であると感じている人、右側の水色と紫色が

「不十分」と感じている人の割合を表しています。 

「十分」であるとの回答が高かったのは、５２．０１％の「買い物などの日常生活の

利便性」、次に５０．１２％の「自然と調和がとれた住環境」が半数以上となっておりま

して、ほかから見ると抜き出て高くなっております。ここでも那珂市の利便性や住環境

が高く評価され、住みよさにつながっているものと考えられます。 

逆に「不十分」であるものといたしましては、４５．５％の「交通の利便性」、また、

４０．７６％の「生活基盤（道路の整備）」となってございまして、マイカーに頼らざる

を得ない地域特性と、その道路整備の状況が不十分であるという結果になってございま

す。 

その下の段にまいりまして、質問の三つ目でございます。「今後のまちづくりにおいて、

どのように取り組むべきだとお考えですか」という質問です。 

グラフ中、左側の青色と赤色が「優先すべき」であると感じている人、右側の水色と
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紫色が「優先ではない」と感じている人の割合を表しております。選択肢につきまして

は、先ほどの市の現状と同じものとなってございます。 

「優先すべき」の割合が最も高いものとしましては、６８．３７％の「防災・防犯・

交通安全の対策」となってございまして、割合が高い要因といたしましては、やはり東

日本大震災の経験によるものや、近年、日本各地で多発しております地震や風水害など

の大規模災害への不安による影響が大きいものと思われます。 

また、２番目に高いもののですね、６２．３２％の「医療・福祉環境のうち医療・健

康環境」となっておりますが、その上の「子育て環境」や下の「高齢者・障がい者環境」

につきましても、横並びで高い数字となっておりまして、市民の皆様は、健康と福祉に

対して、高い優先度を求めているものと整理できると思います。 

裏面の４ページをご覧ください。 

四つ目の質問でございます。「那珂市が将来どのようなまちであってほしいと思います

か」という質問でございます。 

この設問は、各項目の中から三つまで選択可能となってございまして、グラフにつき

ましては、その選択率を表しております。この選択率が高い順からいきますと、子育て

しやすく子どもが健やかに育つまちを選択した割合が４９．８８％、防犯・防災体制の

整ったまちを選択した人の割合は４８．７％、買い物や交通など日常生活が便利なまち

を選択した割合は、４８．３４％という結果になっております。 

これら数字の高い項目につきましては、前段の質問の三つ目のところでご説明いたし

ました、「子育て環境」や「防災・防犯・交通安全の対策」につきましては優先すべきで

あるという結果と一致するものでございまして、市が目指すべき将来像や重点施策を検

討する上で、一つの判断材料になる結果となってございます。 

また、日常生活の利便性という点では、質問の二つ目のところで、「買い物などの日常

生活」につきましては十分であるとされているところでございましたが、「交通の利便性」

というものに焦点を当てますと、半数近くの方が不十分であると感じている結果でござ

いましたので、更に充実した施策が必要な分野であると判断できる結果となってござい

ます。 

なお、下の段の、年代別というものにつきましては、参考としまして、ただ今の結果

を年代別に分けたものでございます。以上が市民アンケート結果の概要となります。 

那珂市最大の強み、基盤としましては、正に「住みよさ」にあると思います。 

この住みよさを更に充実させるためには、自然と調和のとれた住環境の整備や保全、

安心・安全なまちづくり、子育て支援や高齢者、障がい者にやさしいまちづくりを更に

進めていくべきであるとのアンケート結果であったと評価できると思います。 

説明につきましては以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 ○議長（砂金会長） ありがとうございました。ただ今の説明について、ご質問等がござ

いましたら、挙手をお願いいたします。 

   はい、古川委員お願いいたします。 

○古川委員 質問させていただきます。議会の中でも私、聞いたことがあるんですけれど、

こういうアンケートをとるときに、必ずクロス集計をしてほしいというお願いをしてい

ると思うんですね。つまり、この回答者が地区別で菅谷が何％、どこどこが何％、年代
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別に２０歳代が何％と出てますけど。例えば、どこどこ地区の若い方が求めているもの、

どこどこ地区のお年寄りが求めているもの、いろいろ答えとしてはあると思うんですよ

ね。ですから、そういうクロス集計をしないと、ただ単に菅谷の４０％近い方の答えが

多いわけですから、その方が住みよいですよ、交通の利便性が良いですよと言ったから

といって、那珂市全体として考えたときに、本当に利便性が良いのかっていうような問

題になると思うんですよね。ですから、その辺をつかんでいらっしゃるのかどうか、ち

ょっとお伺いしたいと思います。 

 ○議長（砂金会長） 事務局いかがでしょうか。 

 ○事務局（篠原課長補佐） はい、ありがとうございます。こちらのアンケートの集計に

つきましては、アンケートをやっているのは、行財政改革推進室というところになりま

すけれども、こちらの方でですね、クロス集計を行ってございます。 

本日は、資料がかなり膨大になってしまうためにですね、一応、クロス集計している

部分も、例えば、設問１の年代別というのもクロス集計の一つにはなりますけども。こ

ういった形でですね、ちょっと細かい資料になりますので、数字を申し上げるのは差し

控えますけれども、クロス集計は一応しているということでご理解いただければと思い

ます。 

○議長（砂金会長） はい、古川委員、お願いいたします。 

○古川委員 はい、分かりました。それでは、これからの話です。最終的には、この総合

計画の今日は基本構想のとこまで行くんでしょうけども、こういうところに、そういう

ところがきちんと反映されているのかどうかということが、私は大事なのかなというふ

うに私は思っていますんで、この後、意見があったら述べさせていただきます。 

ありがとうございました。 

○議長（砂金会長） ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。 

  はい、中村副会長お願いいたします。 

○中村副会長 それでは座ったままで恐縮です。ただ今質問ありました、マクロ的なもの

ですが、私はね、高齢者の立場から見るとね、今何が問題かと。交通ですよ、交通。こ

れは議会中でも話がありましたけども、主要通りにおいて完全な交通機関を擁していく

ことがね、肝要ではないかと。 

つまりね、これは業者もあることだけども、これはね、折衝の中で、例えば那珂市の

状況で負担はこのくらいするよと、あるいは費用の負担はこうだよと、もう少し突っ込

んだね、交渉をしていく必要があるんではないかと。 

そして、この交通網については、我々、今度あれでしょ、免許証返上したら行くとこ

ないよ。何が住みよいだよ。そんな感じするよ。だからね、これはもう少し絞り込んで

いただいて、交通につきましては、本当に切実に感じていることだから、是非、配列す

る必要があるんじゃないかと、こういうふうに思います。 

以上です。答弁要りません。 

○議長（砂金会長） ありがとうございました。確かにこの３ページでも、市の現状で最

も評価が低いのが交通の利便性になってございますので、これがやはり那珂市の大きな

課題になっていると思います。ありがとうございました。 

   ほかにご質問はいかがでしょうか。はい、寺門委員お願いいたします。 
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 ○寺門委員 アンケートの実施方法なんですけれども、２０代が７．３５％ということで、

データ数としては少ないんですよね。もっと言えば、今回は２０歳以上の市民の方とい

うことなんですけども、１８歳以上、１８歳、１９歳、１０代の方ですね。この方のや

っぱりアンケートもとるべきではないのかなという気がしております。 

特に今後のまちづくり、那珂市が将来どのようなまちであってほしいと思いますかと

いう設問についてはですね、より若い方々がどう思っているのかということが非常に重

要な、これから総合計画を作る上でソースになりますので。今回はもう実施してしまっ

てますんでですね、その辺の意見をね、どうやって取り入れるのかっていうのが重要な

ところなんで、どういうふうに考えているか、ちょっとお聞きしたいんですけど。 

○議長（砂金会長） はい、事務局いかがでしょうか。 

○事務局（篠原課長補佐） はい、お答えいたします。まず、アンケートの発送の中で２

０代がどのくらいいたかということをお答えしたいと思うんですけども、２，０００人

のうちですね、２５５人の２０代の方に発送をしてございます。その中で、回答があっ

たのが６２人ということで、回答率が２４．３１％でございました。全体で４２．２％

の回答率でございましたので、２０代からの回答が少ないという結果にはなってござい

ます。 

その上ででございますけれども、１８歳、１９歳の若い世代の意見を聴くということ

でございますけども、この後ご説明いたします、市民ワークショップないし、まちづく

りカフェですね、そちらの方で若い方に来ていただいて、ご意見をお聴きしたというこ

ともございますが、今後ですね、更にそういった若い世代の意見を聴くということは必

要かと考えてございますので、例えば高校生ですとか、大学生ですとか、そういった方

を対象にですね、来年度、そういった取り組みができればいいかなということで、今検

討しているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（砂金会長） 寺門委員よろしいでしょうか。 

○寺門委員 とりあえず、その２０代の方、２５５人中６２人、他の年代に比べて回答率

低いということですよね。その辺はどう捉えるかも考えておく必要があるんですよね。

何で少ないのかという部分もですね。関心が無いのか、それとも全く、なんでしょう、

その辺はよく分析しないと分からないんですけども、若い方、我々も議員なんで、政治

離れというのは、非常に大変な問題といいますか、いつも気にするところなんですけど

も、この辺はどういうふうに捉えていますか。この少ないというところ。 

○議長（砂金会長） 事務局いかがでしょうか。 

○事務局（篠原課長補佐） はい、ありがとうございます。先ほど２０代の人数を申し上

げましたが、一番回答が多かった世代を申し上げますと、７０歳以上というのが一番高

い回答率でございました。２，０００人のうちですね、３１６人の方に発送してござい

まして、回答が１７６人です。回答率としましては、５５．７％ということになってお

ります。 

選挙の投票率なんかもそうだと思うんですけれども、やっぱり若い世代の投票率は、

なかなか少ないということもありまして、なかなか行政とか政治に関心が無いという部

分が一番大きな要因なのかなというふうには考えてございます。 
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○議長（砂金会長） 私、いろんな市でこのアンケートのお手伝いをさせていただいてい

るんですが、やっぱり２０代の回答率は、どこも低いですね。たまに２０％切るような

とこもございますので、やはり関心が無いというお叱りの言葉もございましたけども、

もう一つあるのが、かなり一番忙しい世代でもあったりするわけですよね。まず仕事が

かなり忙しくて、なかなかこういったことに時間が割けないといったような声も伺いま

すので、２０代の意見をどう反映するのかというのは、那珂市に限らず、今後の課題か

なというふうには思います。ありがとうございました。 

 

イ 市民ワークショップの開催結果について 

○議長（砂金会長） ほかにご質問いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

はい、特に無ければ、次に移りたいと思います。次第の３の（２）市民ワークショッ

プの開催結果について、事務局よりご説明をお願いいたします。 

○事務局（篠原課長補佐） はい、それでは続きまして、市民ワークショップの開催結果

につきましてご説明いたします。資料につきましては、資料の２でございます。 

始めにですね、参加者の募集方法でございますけれども、日ごろですね、余り市政に

参画する機会の少ない市民の意見を聴くという趣旨の下、平成２８年の４月１日現在を

基準日といたしまして、無作為抽出した２０歳以上の市民３，０００人に案内文を郵送

する方法で行いました。そのうちですね、申し込みがあったのは３９人でございまして、

当日はですね、３３人の方に出席していただきました。 

出席者の構成を見てみますと、男性が約７６％。年代別ではですね、６０代が約４３％。

地区別ではですね、菅谷地区の出席者の方が約５２％という結果でございました。 

裏のページ、２ページ目をご覧ください。開催日等でございますけども、６月１９日

の日曜日、午後１時３０分から午後４時までということで２時間３０分の時間を掛けて

ですね、行ってございます。場所は、中央公民館の１階大会議室でございました。内容

としましては、始めにですね、総合計画の概要、これからの総合計画の方向性や那珂市

の現状について説明をしまして、その後、参加者を六つのグループに分けまして、ワー

クショップを実施してございます。 

具体的には、那珂市の強み、好きなところであったり、魅力と思っている部分、それ

と弱み、課題であったり問題意識、そういったものをですね、自由に付せんに書き出し

てもらいまして、それを模造紙に貼り付けて、同じような意見を整理した上で、グルー

プごとに発表していただきました。また、他のグループの発表を聞いて感じたことを別

の付せんに書き出してもらいまして、その付箋をですね、ほかのグループの模造紙に貼

り付けると。そこから感想をフィードバックするということで、その日の作業を振り返

っていただきました。 

当日の作業の様子は、写真のとおりでございまして、短時間にもかかわらず、参加さ

れた方にはですね、大変熱心に作業をしていただいたところでございます。 

実際に各グループから出された意見につきましては、次のページからの別紙のとおり

でございます。参加者に自由に書き出していただいたものを、１のコミュニティから最

後の４ページ目ですかね、最後の１６番、若者・結婚支援の１６の施策に分類してまと

めた一覧表となってございます。 
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左側の施策から右に、那珂市の強みと弱みの意見、そして、グループの発表を聞いて

ほかのグループの参加者が感じたことということでまとめてございます。 

２ページ目をご覧いただきたいと思います。７の交通基盤・公共交通では、強みも弱

みとも多数の意見が出されております。先ほど、中村副会長からも、こちらの交通の部

分につきましてご意見を頂いたところでございますけども、強みというところを見てみ

ますと、幹線道路が多く交通の便が良いこと、ＪＲの駅が九つあること、アクセスが良

いこと、コミュニティバス、デマンド交通があることなどが挙げられてございます。一

方で弱みとしましては、生活道路が整備されていない、公共交通の便が悪い、路線バス

がない、東西の道路がない、終電が早い、歩道に雑草がある、通勤ラッシュなどが挙げ

られております。先ほどの市民アンケートの結果でも、交通の利便性に関しては不十分

であるといった結果でございましたが、ワークショップでも同様の意見が挙げられてい

るというところでございます。また、強みの意見も多数挙げられておりますので、これ

らの可能性を活かした施策の展開が今後必要であるということが考えられます。 

次に意見が多かったのは、４ページにまいりまして、１３の観光・物産品でございま

す。ここでは、弱みの意見というものが多数ございました。名物がない、幅広い年齢層

が参加できるイベントがない、飛びぬけた特徴がない、物産販売の集客施設が弱い、宿

泊施設がない、ＰＲが下手などの意見が出されております。少数の強みの意見としまし

ては、額田城跡や桜の名所、静峰ふるさと公園だと思いますけども、それと大助まつり、

菅谷まつりがあるというご意見がありました。観光分野では、数は少ないかも知れませ

んが、地域資源を生かしたＰＲを更に進めまして、賑わいの創出を図る必要性があると

思います。また、特産品につきましては、近年、市でも特産品ブランドの認証化の推進

に取り組んでおります。現在、１６の特産品がございまして、今年もですね、産業祭が

近々ありますけども、１０の特産品が認証される見込みとなっております。このように

ですね、特産品ブランドなどのＰＲを強化するといった課題があると思います。 

１枚戻っていただきまして、１２産業・雇用の分野につきましても、弱みの意見が多

数挙げられております。企業が少ない、雇用がないという意見が大部分を占めておりま

して、農家世帯からは後継者がいないといった声がありました。感じたことでは、雇用

が十分ではないといった意見も多数ありましたが、隣接市のベッドタウンのままでよい

のかといった意見もありまして、市内での雇用の場の確保を望む声もございました。 

その上の１１教育・文化も意見が多かった分野となってございます。図書館が充実し

ている、利用しやすいなどの強みはあるものの、那珂市の文化とは何か、文化的イベン

トが少ないなどのご意見がありまして、芸術・文化の振興を図るべきという結果となっ

てございます。 

１ページに戻っていただきまして、４の防災・防犯の分野でございます。市民アンケ

ートの結果で取り組むべきとして優先順位が高かった分野でございますけども、原子力

施設への不安や空き家対策への懸念の声がありました。 

その下、５の自然環境ですとか、２ページ目の６の生活環境の分野につきましては、

市民アンケート結果で自然と調和のとれた住環境や買い物などの日常生活の利便性が

「十分である」との回答が多かったように、ワークショップにおきましても、「自然が豊

か」「買い物が便利」といった意見が多数出されておりまして、住環境や日常生活の利便
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性を評価する結果となってございます。 

市民ワークショップの意見としましては、総体的に見ると市民アンケートと同様の結

果であると言えると思いますが、一方で、産業や雇用、観光・特産品の分野では、弱み

の意見が多数挙げられておりまして、これらの分野につきましては、施策の充実・強化

を図っていかなければならないと感じているところでございます。 

説明につきましては以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（砂金会長） ありがとうございました。ただ今の説明について、何かご質問など

がございましたら、挙手をお願いいたします。 

はい、江尻委員お願いいたします。 

○江尻委員 １ページ目にあります男女別の構成なんですけども、男性が４分の３を占め

ているというところが気になってまして、いろいろな強み、弱みの意見もやっぱり、男

性目線に偏るというところがあるのではないかなというふうに感じたんですけれども、

その辺は事務局の方でどう感じているのでしょうか。 

○議長（砂金会長） 事務局お願いいたします。 

○事務局（篠原課長補佐） はい、ありがとうございます。確かにこのように４分の３が

男性という結果になってございます。開催日時をですね、どなたでも参加できるように

ということで、日曜日の午後ということで設定いたしましたが、逆にここの部分が仇と

なってしまいまして、なかなか若い世代であったりとか、女性の方の参加が少なくなっ

てしまったのかなというふうに考えているところでございます。 

実際、ワークショップにつきましては、男性よりかなというところもあろうかと思い

ますけども、ワークショップ以外にも様々な形でご意見を頂戴しているところでござい

ますので、これも市民意見の一つということで把握していきたいというふうに考えてご

ざいます。以上です。 

○議長（砂金会長） はい、ありがとうございました。ほかにご質問ございますでしょう

か。はい、中村副会長お願いいたします。 

○中村副会長 私も勉強不足で恐縮なんだけど。これね、抽出する２，０００とか３，０

００とかいうのは妥当なんですか、これは。何かの、そういう基本的な数字の統計があ

るんですか。 

○事務局（篠原課長補佐） はい、ありがとうございます。市民ワークショップは３，０

００人の抽出ということにしてございますけれども、先ほどの市民アンケートですね、

市で全体的にやっているのは２，０００人ということになってございます。 

統計学上ですね、おおむね那珂市の人口規模としましては、統計学上そのくらいの方

を抽出するということで、大体アンケートの結果としては、たくさんの方をやるのと同

じ結果が出るという、統計学上ではそういう形になっているということでございます。 

○中村副会長 その中でね、最初の２，０００人の抽出の中でね、４２、３％の回答しか

ない。そのあとの５７、８％については、先ほどから話が出ているけれども、白けてる

のか、関心が無いのか、元々まちに対して全然そういう期待感が無いのか、そういうこ

とへの配慮の仕方というのは特に無いですか。 

○議長（砂金会長） 事務局いかがでしょうか。 

○事務局（篠原課長補佐） はい、ありがとうございます。なかなか行政、那珂市のまち
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づくりに対して直接的に関心を持っていただくということは、苦慮している部分ではご

ざいます。市から発信する媒体としましては、広報紙であったりとか、最近はフェイス

ブック、ツイッターなどですね、若者も見られる環境。あとはメールマガジンもですね、

今登録すれば見られる形をとってございまして、そこからどんどん情報を発信しまして

ですね、行政の行っていることに関心を持っていただくというのも一つの方法というこ

とで、今取り組んでいるところでございますけども、具体的にこれをすれば若者世代に

関心を持っていただけるというところではですね、なかなか苦慮しているというのが実

情でございます。 

○中村副会長 あのね、やっぱり今話聞いてもね、そういった現代的な用語がかなり出て

くるんだけど、私ら分かんないよ。メールマガジンだとかね。そんなこと言われたって、

ちんぷんかんぷんだよ。そういうことに対してもね、行政に言いたいのは、やればいい

んだと、そういうことじゃない。どうしたら実質、効能が出るのか、効率が上がるかっ

ていうね、配慮をやっていただければありがたい。広報紙だってそうだよ、広報紙何％

が読むと思ってるの。半分読まないよ、あんなの。そういう実態が有って無いものに対

して期待しては、それは空の期待になっちゃうんだな。 

だから、そういう意味で、ひとつ配慮してもらいたいと思うと同時にね、これ観光と

か、まちづくりは、今はもう観光とかさ、やっぱりその生活基盤の整備だな、そしたら

ね、まちづくりの中でね、行政はね、無いものは作らなければならないんですよ。有る

ものは活かすんですよ。その有るものを活かすということに本質を、重点を置いてもら

いたい。一つは歴史、文化の例を挙げると、額田の「たっつあい」。最たるものですよ、

これ文化の。全然手を付けていない。それを行政としてどういうふうに救済していくか

ということも、これは特に難しいことではない。高齢者に対して、そういうものに対し

て声掛けをすれば、かなりの人が乗ってくるよ。そうすることによって、人の集まり、

コミュニティができる。そういうものをやっていただきたい。 

ただ単に一つの問題だけで、ぽーんと論じてもね、なかなかいかないから、それは整

合性のあるものを考えていく必要がある。こういうふうに思うんですね。私、能力があ

るわけじゃないから恐縮の至りだけど、そう思ってますので、せっかくの機会なんで質

問させてもらいました。そういうことをひとつお願いしたいな。以上です。 

○議長（砂金会長） ありがとうございました。 

はい、鴨志田委員、よろしいですか。 

○鴨志田委員 ２枚目の３番、男女共同参画というところなんですけど、ここに弱みとい

うことで、女性の参加が少な過ぎると出ていますが、この市民ワークショップに参加し

た女性が少ないということなんでしょうね、これはね。 

私、女性ネットワークなかの構成団体に入っているものですから、これちょっと言わ

していただければ、女性ネットワークなかでは、男女共同参画の啓蒙ということで、い

ろいろ事業、イベントをやっているんですね。そちらから言わせれば、いろいろやって

もほとんどが女性で、男性が１割か２割くらいしか参加していないんですね。もっと男

性の参加が多いといいですねというのがいつもの反省なんです。こういうようなワーク

ショップになると女性が少ないというのは、ちょっと私もがっかりしたんですけれども、

これから男女共同参画ということで、市でイベントなんかやるときには、できるだけ啓



11 

 

蒙するようにＰＲの方もやっていただきたいと思うんですけども。これは、女性の参加

が少な過ぎるというのは、ワークショップの時ですよね。 

○事務局（篠原課長補佐） はい。そのとおりでございます。 

○議長（砂金会長） 鴨志田委員、よろしいですか。 

○鴨志田委員 これは少ないですけども、普通は、普段やっていることについては、女性

は多く参加していますということが言いたいもんですから、すみません。 

○議長（砂金会長） ありがとうございました。では、海野委員お願いいたします。 

○海野委員 今回のワークショップ見ますと３，０００人に対して３９人。１プロちょっ

と、１．３プロくらいの参加率。これはある程度、市の行政側では、想定した参加人数

というのは、どれくらいを予定しておりました。実質は、これも１プロちょっとですけ

ども。 

○議長（砂金会長） いかがでしょうか。 

○事務局（篠原課長補佐） ３，０００人に送りまして１％、３０人という想定をしてご

ざいました。 

○海野委員 じゃあ、一応、予定の人数という感じなんですか。 

○事務局（篠原課長補佐） 結果的には、そういうことになります。 

○議長（砂金会長） ありがとうございます。実際、ちょっとこれ正直、私、結構集まっ

たなというのが正直な印象でして、１％以上集まるってなかなかないことだと思います。 

それから３，０００人というのは、大体誤差が０．７、０．８％くらいです。例えば、

全国視聴率調査、テレビの視聴率調査というのは、母集団が１，５００万世帯に対して

６００世帯しか調査してないです。それでも、大体誤差が２％くらいで収まってますの

で、那珂市の人口規模で３，０００人は、これは十分な数かなというふうに統計学的に

は思われます。 

ほかにいかがでしょうか。はい。では、有賀委員お願いいたします。 

 ○有賀委員 何点かあるんですけれども。まず、先ほどのアンケートにもありましたが、

今回のワークショップの７番の交通基盤・公共交通の弱みの下から２番目のところに、

やはり公共交通が不便、年を取ったとき心配ってあるんですね。先ほど、副会長さんも

おっしゃってたんですけども、やはり私、車椅子ユーザーの立場で話をさせていただき

ますと、公共交通機関に乗れる物が無いのが残念なんですね。だから今後、その辺のと

ころを公共交通機関の利便性を高めるっていうところをもう少し検討する必要があるの

ではないかなと思います。 

あと、先ほどから若者、若者というお話、若者がなぜ参加をしないんだというお話が

ありますけれども、実は若者だけではなくて、社会的困難者、社会的弱者、いわゆる障

がい者や身体の不自由な高齢者の人も、もしかしたらこの抽出された中にいたかもしれ

ない。でも、参加したくても参加できない状況があったかもしれないんですよね。そう

なったときに今後、ワークショップやまちづくりカフェはどうなるのかという話につな

がりますけども、例えば、ワークショップやまちづくりカフェの中に、手紙を送った中

に、もし参加できない方は意見を書いて送ってください的なＦＡＸとか、返信用封筒を

入れてあげるみたいな方法もあったら、更に伸びたんではないかなと考えました。 

以上です。 
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○議長（砂金会長） ありがとうございました。こういった調査を補完する意味での具体

的なご提案をいただきましたけども、事務局いかがでしょうか。 

○事務局（篠原課長補佐） はい、ありがとうございます。まず１点目の公共交通の部分

でございます。年を取ったとき不安、心配であるというご意見でございますけども、こ

ちらですね、市民アンケートにも出てきた、同じように出てきた内容かと思います。市

の方ではですね、今、ひまわりバス、コミュニティバスですね、それとデマンドタクシ

ーということで市の施策としてはなっておりますけども、こちらもですね、検討を進め

ていきたいなというふうに思います。 

またですね、抽出して案内を送るときの方法ですね、参加できない場合には意見を書

いてくださいということにつきましては、今後こういった機会があった場合にですね、

参考にさせていただきたいと思います。 

以上でございます。 

○議長（砂金会長） 有賀委員よろしいでしょうか。はい、ありがとうございました。 

ほかにご質問ございますでしょうか。はい、中村副会長お願いいたします。 

○中村副会長 今、有賀先生が言われましたけど、弱者を救済するためのね、一つの施策。

これ今、弱者を含んでまちづくりをするわけでしょ。ですから今ね、有賀先生言ったけ

ど、弱者がもし選ばれたらば、その返信をできるように配慮していくこと、これが行政

だよ。だから、やったからいいんだということではなくて、そこまで配慮することが必

要ではないかなと、こういうふうに思いますね。 

それから交通につきましては、正にそのとおり、先ほども言いましたけども、これね、

行政側、議会議員が３人もいるんだけれども、一生懸命がんばってもらってね、一つの

ルート、交通をね、確立してもらう。そういうことを一つの文書で、きれい言を言うん

じゃなくて、実質、具体的に実施できるように対応していただきたいというのが、私７

５歳だからね、もう。後期高齢者だから、明日は我が身です。 

ひとつよろしくお願いしたい。以上です。 

○議長（砂金会長） ありがとうございました。事務局、何かございますか。 

○事務局（篠原課長補佐） まず、社会的弱者と言われる方への返信の部分ですね、この

辺はですね、市全体としてもそうだと思いますけども、合理的配慮というものをですね、

進めるようにしていきたいと思います。 

それと公共交通の部分ですね、本当に悩ましい問題ではございますけども、今回はで

すね、基本構想という大まかな部分でございますけども、来年度以降ですね、基本計画

というものを策定してまいりますので、その中でですね、なるべく具体、実現性の高い

内容で計画をしていきたいというふうに考えてございます。以上です。 

 

ウ まちづくりカフェの開催結果について 

○議長（砂金会長） ありがとうございました。ほかに何かご質問ございますでしょうか。

よろしいでしょうか。 

それでは、次に移りたいと思います。では、次に（３）まちづくりカフェの開催結果

について、事務局よりご説明をお願いいたします。 

○事務局（篠原課長補佐） はい、それでは、まちづくりカフェの開催結果について、ご
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説明いたします。資料につきましては、資料の３でございます。 

まちづくりカフェは、先ほどご説明した市民ワークショップは、無作為抽出で参加者

を募集したところでございますけども、そちらとは趣旨を分けまして、職域や階層等に

よる市民の意見を把握するということを目的に開催をいたしました。 

参加者の募集に当たりましては、市内に今２３０の市民活動団体がございますけども、

そちらを始めとしまして、子育てサークルや市の商工会、農業後継者クラブに案内文を

送付したことに加えまして、常磐大学及び茨城女子短期大学さんの方にもですね、募集

チラシを配布してございます。 

参加者数やテーマ、開催日時につきましては、記載のとおりということでございます

けども、テーマにつきましては、本日の最後にもご説明いたしますけども、基本構想で

すね、そちらの施策の大綱に基づきまして、①生活、②福祉、③文化・教育、④産業の

四つのテーマを設定して開催をいたしました。 

開催日時及び場所につきましては、７月３１日の午前と午後をふれあいセンターよし

ので行いまして、８月７日の午前と午後をふれあいセンターよこぼりで開催いたしまし

た。 

各テーマの参加者の合計では６３人ということになってございまして、所属団体につ

きましては、表の右側の記載のとおりでございます。なおですね、複数のテーマに参加

した方もいらっしゃるので、人数につきましては、延べ人数ということになってござい

ます。 

参加した６３人の男女比は、ほぼ半々という割合でございます。先ほどですね、鴨志

田委員からもお話がありましたとおり、各団体さんに声を掛けますと、女性の方も半々

という今回の結果になりましたけども、女性の方もたくさん出席していただいていると

いう内容でございます。 

次の２ページをお願いいたします。年代別でございます。１０代から８０代というこ

とで、幅広い年齢層の方に参加していただいております。特に１０代では、母親と一緒

に小学生と中学生に参加をしていただいております。また、大学生、短大生にも参加を

していただいております。さらには、視覚や聴覚に障がいを持つ当事者の方にも、参加

をしていただきました。 

次にまちづくりカフェの内容でございますけれども、まちづくりカフェは、通常の会

議とは異なりまして、飲み物を飲みながら、お菓子を食べながら、カフェにいるような

ゆったりと落ち着いた雰囲気の中で、参加者同士があらかじめ設定されたテーマに沿っ

てですね、普段思っていることなどを、自由に意見交換しましょうというものでござい

ます。 

話し合いの方法としましては、「ワールドカフェ」という手法を用いて行いました。５

人程度のグループを４グループ作りまして、始めに最初に座ったテーブルで話し合いを

行います。次に１人はホストとしてテーブルに残りまして、ほかの４人が他のテーブル

に行って、これを旅をすると言いますけども、このテーブルで意見を出し合って、その

後に、元々のご自身がいた最初のテーブルに戻って、旅先で出た話、アイデアを基に意

見交換をしていくということでございます。それを行った上でですね、最後に、全体セ

ッションということで、参加者が一人ずつ感想を述べていくという流れで行ってござい
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ます。 

このまちづくりカフェでは、参加者が自由に意見を出すということでございまして、

各テーブル上に模造紙を置いて、そこに話し合いのメモをしていただきました。全体セ

ッションでの参加者からの感想を、今後の総合計画の作成や施策に活かそうというもの

でございます。 

参加者からは、様々な意見や感想を頂いたところでございますけども、それらをテー

マごと、分野ごとにまとめたものが、資料３の別紙ということで、ちょっとボリューム

が多いんですけども、１２ページの別紙ということになってございます。 

主な内容について、全体セッションでの参加者の感想を中心にご説明いたします。ま

ず、テーマ１の生活、１ページでございます。（１）コミュニティの分野では、「地域の

人が、毎日、会話を楽しみながら生活できる地域が良い」「お祭りなどを一つの交流の場

にすると、人と人とのつながりができる」など、地域コミュニティの活性化を望む意見

ですとか、次の２ページにまいりまして、（６）環境の分野でございます。「ゴミや不法

投棄が多い。各個人が小さいことから気を付けて、きれいな、住みよいまちづくりを心

掛ければよい」「身近なところからゴミを減らして、花の一杯あるまちにしたい」など、

良好な生活環境を望む意見が多くございました。 

続きまして、４ページでございます。こちらはテーマ２の福祉となってございまして、

（１）地域福祉・交流の分野では、「一人暮らしの高齢者に学校に来てもらい、子どもた

ちにミシンなどを教えてもらいたい」「健常者、障がい者、高齢者が集まり、話をする場

を作ればよい」などですね、交流といったキーワードを基に生きがいづくりや相互理解

を望む意見がございました。 

次の５ページの（３）障がい者の分野でございますが、「障がい者に対する態度につい

て、みんなで考えなければならないと思う」「障がい者の差別問題について、市民に理解

してもらいたい」など、障がい者への理解を望む意見が多くありました。 

続きまして、７ページでございます。テーマ３文化・教育でございます。こちらの（３）

地域・団体との連携の分野の意見が最も多くございました。「茶道部として授業に出張す

ればよい」「小中学校で茶道などの日本文化を教える時間があればよい」、次の８ページ

に行きまして、「リタイヤした人たちが社会で勉強してきたことを子どもたちに教える場

があるとよい」、そういった地域や市民活動団体などと連携した教育を望む意見がござい

ました。 

最後です。１０ページでございます。テーマ４の産業でございます。（１）農業の分野

でございますが、「消費者と交流できるような農業体験施設があればよい」「小中学生に

体験させたり、話し合いや意見を述べる場を設ければ、興味を持ってもらえる」など、

体験をキーワードに、農業後継者の育成を図りたいとする意見ですとか、また、１１ペ

ージの（４）観光・特産品の分野では、「七運物語フェアで、七運野菜鍋のようなものを

考えて売る」「商工会青年部と農業後継者クラブが連携して、那珂市をＰＲするようなも

のができればよい」など、観光資源の発掘や新たなＰＲ活動につながる意見が多くあり

ました。 

以上がまちづくりカフェの開催結果となります。模造紙上のメモや参加者の感想の中

には、具体的な意見もございましたので、今後の計画策定作業を進めていく上で、大変
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貴重なご意見を頂いたと考えてございます。 

またですね、まちづくりカフェのもう一つの狙いとしましては、様々な分野で活動す

る方々がほかの参加者や団体等の方々と意見を交換するという、いわば異文化コミュニ

ケーションを図ることによりまして、新たな発見や見識の発掘、日ごろの活動を見直す

きっかけになればということも期待していたところでございますけども、参加された方

からですね、とても楽しかったという感想を頂き、開催後の相乗効果としましては、こ

れまで全くかかわりがなかった団体同士が今後交流を図っていきましょうという話も、

具体的に進んでいるということでございます。 

以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（砂金会長） ありがとうございました。先ほどのアンケートとワークショップは

無作為抽出ですので、どちらかと言うと市民の皆様の平均的な意見ということになりま

すが、今回、様々な団体の方々に参加していただいたので、かなり政治とか、若しくは

行政に比較的関心が高い方々のご意見ということになるかと思います。そうするとやは

り、男女比がほぼ同等になるという形で、女性の方の関心も高いのかなというのが伺え

る結果かと思います。それでは、何かご質問はございますでしょうか。 

はい、鴨志田委員お願いいたします。 

○鴨志田委員 質問ではないんですけども。先ほど、「たっつあい」の話が中村副会長さん

から出ましたよね。その時に、額田の「たっつあい」というお話が出ました。「たっつあ

い」の中には、七運汁というのが出てくるんですね、物語の中に。それで、その七運汁

をいろいろなところで開発って言うんですか、そういうことでやっている、私は一つの

団体に入っているんですけども、那珂つるしびなの会なんですけれども。那珂つるしび

なの会では、七運野菜びなとか、七運野菜クッキーとか、マドレーヌとかっていうこと

で、「たっつあい」物語から発生した、この七運汁、七運物語ということでやっておりま

すので、こういうのが皆さんの中に広まればいいなと私は思っています。 

○議長（砂金会長） ありがとうございました。１１ページに七運物語が少し書いてござ

いますが、先ほど中村副会長がおっしゃったとおり、有るものをどう活かすかという視

点はどうしても必要でございますので、やはりこういった既に那珂市にある潜在的な資

源みたいなものをいかに掘り起こしていって、それをまちづくりに活かしていくかとい

うことは、今後是非、計画の中になんらかの形で盛り込めたらなというふうに思います。

ありがとうござました。 

ほかにいかがでしょうか、何かご質問。はい、浅川副会長お願いいたします。 

○浅川副会長 １２の２番なんですけども、通学路の安全ということなんですけども。前

は震災が起きた時は、防犯灯は３か所に１か所くらいしか付けなかったんですよね。そ

れを行政の方に言いましたら、電気料がちょっと無いからということで、所々は付いて

たんですけども、今は、このごろは付いているような感じですけども。 

それ以外にも通学路。特に中学生が自転車で通う歩道の整備はしてあるんですけども、

草刈りが正直。今年から、私も仕事の関係であれなんですけども、前は道路いっぱい、

Ｕ字溝の脇まで、県とか市の脇まで歩道の草刈りをしてたんですけども、予算の関係で

両サイド３０センチくらい残されてしまって、草ぼうぼうの状態で子どもたちが通学し

ているというのは、なかなか厳しいものがあるのかなという感じがするんですね。 
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それは逆に、地元の草刈りの出るのがありますから、そういうのもできれば、通学路

の方も重点的にやらないと。中学生、特に夜とか、本当にすれ違うのに草の脇を通って

すれ違うと。また、散歩している人もいますし、なかなか危険な状態だなと感じるんで

すけども。特に那珂一中学区、自分の近所ですから、そう感じるのかも知れませんけど

も、そういうのが那珂市内は多いのかなと。行政がやる仕事で草刈りなんですけども、

予算の関係で、今は草刈りはするけども、両サイドは残されちゃうと。そのような返答

を県の方にお電話しましたら、言われたものですから。そういうのは、逆に市の方で、

行政の方でできないのか。よろしくお願いしたいと思います。以上です。 

○議長（砂金会長） ありがとうございました。事務局いかがでしょうか。 

○事務局（篠原課長補佐） はい、ありがとうございます。草刈りの部分でございますけ

ども、本来、市がやるべき内容かと思います。それをですね、現在、地元の自治会であ

ったりとか、そういった方のご協力を頂きながらですね、進めているという現状かと思

います。実際ですね、通学路の部分は、危険が伴うというのも当然ございますので、貴

重なご意見として承りまして、担当課の方に伝えるとともにですね、そういったことも

施策の中に入れられるかどうかも検討していきたいと思います。以上です。 

○議長（砂金会長） よろしいですか。ありがとうございました。ほかにご質問はいかが

でしょうか。はい。では、椎名委員お願いいたします。 

○椎名委員 椎名です。実は今日、じっと皆さん方の意見を聞いていたんですが、このア

ンケートなり、ワークショップなり、あるいはカフェなりのいろいろ膨大な要望なり、

意見なりが出ていると思うんですよ。これを事務局の方では、どのように集約して反映

していくのか、その辺のところを参考までに伺いたいと思います。 

○議長（砂金会長） 事務局いかがでしょうか。 

○事務局（篠原課長補佐） はい、ありがとうございます。市民意見を把握するというこ

とをですね、策定する上でも、計画策定方針の中にも盛り込んでいるところでございま

して、今説明したとおりですね、アンケートですとか、ワークショップ、まちづくりカ

フェなどを行ってまいりました。こういったことをトータル的にですね、基本計画、こ

の後ちょっとご説明するんですけども、その後にですね、全体的な部分としてお答えし

たいと思いますので、また改めてご説明したいと思います。 

すみません、よろしくお願いします。 

○議長（砂金会長） 改めてということですね。ありがとうございました。ほかにいかが

でしょうか。はい、住谷委員お願いいたします。 

○住谷委員 消防団関係としてちょっと聞きたいのが、生活の（３）人口減少・少子高齢

化の中で、空き家が増えていると。それと若い人がいないと。それで、空き家が増えて

いると、我々消防団も、若い人の消防団員が、でなくても入ってくる団員が今、欠員の

状態で。なおかつ、これから乾燥して地元の消防団に「必ず夜警をしなさい」とやって

るんですけども、あまりにも空き家が増えて、重点的に回るのが多くて回り切れないと

いうのがあるんですけども。空き家がどんどん、どんどん増えるのを歯止めするような

ことは、何か対策は、考えはありますでしょうか。 

○議長（砂金会長） はい、事務局いかがでしょうか。 

○事務局（篠原課長補佐） はい、ありがとうございます。空き家対策ということかと思
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います。空き家が出るということは、ほかに住む人がいなくなるということだと思いま

すけども、今後、人口減少が進んでいく上でですね、重要な課題かと思っております。 

空き家対策につきましては、二面性があるかと思うんですけども、まず一つは今、住

谷委員さんがおっしゃった空き家の危険性の部分、対策があるかと思います。それと、

もう一つはですね、空き家の利用ということで、最近ですね、まちづくり委員会さんの

方に依頼をしまして、空き家の調査というものを行っていただいたかと思います。那珂

市内で８００いくつの空き家があるという調査結果が出ておりますけども、その中で利

用できる物と危険な物というものを判別しましてですね、空き家の中でも利用できる物

については、改修等も含めて何か利用できないか、移住・定住を進められる物がないか

というような検討を進めていくという点がございます。 

もう一方のですね、空き家の対策という部分につきましては、危険を伴うということ

もございますので、取り壊すという方法もあるかとは思いますけども、いろんな対策を

施して、地元の市民の方に危険がないような形で取り組みを進めたいということで、こ

ちらの基本計画の方にはですね、具体的な施策として、来年度以降になるかとは思いま

すけども、計画として載せていきたいというふうに考えてございます。 

以上でございます。 

 ○議長（砂金会長） 空き家については、昨年、国が空き家対策特措法を制定して、今、

全国的に空き家の対策を進めていて、私も実は小美玉市と、あと城里町の空き家対策審

議会の委員になっているんですけども、例えば空き家の有効活用として、空き家バンク

の創設であったりとか、若しくは行政代執行によって危険な建物を行政が取り壊すであ

ったりといった方法が、今かなり挙がってきておりますので、そういったことも、でき

れば計画の方に盛り込むことができればいいかなというふうに思います。 

ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。はい、中村副会長お願いいたし

ます。 

○中村副会長 空き家は、非常に今日的な問題だと私は思います。これはね、犯罪性はあ

るし、火災も発生するし、地域にとってはね、非常にお荷物と言っては失礼だけれども、

この対応策、有効利用ももう一つ考えられるね。これをどうするか。これはね、今、福

祉でもね、たまり場、そして語らいの場、そういう場をいかに地域としてつくるか、そ

してコミュニティを向上するか、これが課題なんですよ。 

ですから、そういう意味では、いちいち資金を掛けるということではなくて、そうい

った空き家対策として、そういう空き家を再利用、有効利用してね、何かできないだろ

うかと、こういうことがね、やっぱり進む、前向きに進む行政の手法である。ただ空き

家ありました、まちづくり委員会が調査しました、はい、結果出ました。そうじゃない

の。その対策をどうするか。その問題をどうとるかということなんで、ここにね、メス

を当ててもらわないと、これは困る。 

ですから、ひとつ福祉としてもね、さっき鴨志田さんも言ったけども、「たっつあい」

だってみんなで集まるんだよ、そこで楽しく演技をする。それが地域の語らいなんです

よ。これを早くね、地域でつくらなければ、この人口は減少の一途をたどります。減少

すれば、まちが無くなるよ。ここは早く、遅いんだからもう、決して早いわけじゃない。

遅いくらいなのだから、やっぱり真剣に熟度を持ってね、対応していく必要があるんじ
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ゃないかと。これは、是非、答弁は要りませんけど、あとで何か、計画の中で出てくる

かもしれないけど、是非、ひとつ対応方お願いしたいと思います。以上です。 

○議長（砂金会長） ありがとうございました。例えば、別の市では、空き家になった所

を市が買い上げて、それを今度は、自治会、コミュニティにお貸しする、指定管理者に

して、そこをコミュニティのたまり場というか、集会所にするような取り組みなんかも、

全国では始まってきてはおりますので、恐らくいろんな選択肢なり、方法論があるかと

思いますから、できればそういったことがこの計画の中にも位置付けられればと思いま

す。ありがとうございました。 

ほかに何かいかがでしょうか。はい、椎名委員お願いいたします。 

 ○椎名委員 模造紙上のメモの１の１２ページですか、資料３の中で。その上段の中の個

人情報の壁ということで、民生委員うんぬんということがありますが、これらについて

はですね、提言なんですが、防災課、あるいは市民協働課、そしてまちづくり委員会、

民生委員、これらが一体となって取り組んでいかないと、２０２５年問題、乗り切れな

いような気がするので、是非、これは防災課、市民協働課一体となって取り組んでいた

だけるような、そういう仕組みを作ってもらえばありがたいと思っています。 

なかなか、正直言って、現在、一人暮らし高齢者、民生委員が見守っているのは那珂

市全体で約１千人、９百６十何件ありますので、これも災害時にはなかなか、東日本大

震災のようなときには、車で行けない、歩っていかなきゃならないということで、やは

りその地域の見守りというのが大切なんですね。現在のところは、社会福祉協議会、包

括支援センター、民生委員などで見守りはしているわけなんですが、やはり地域のそう

いう見守り体制ができていないと、やがて超高齢化社会になってきたときに、大変だな

というふうに思っておりますので、これが行政が中心となってそういう取り組みを、是

非、計画していただければありがたいと思っていますので、よろしくお願いします。 

 ○議長（砂金会長） 事務局いかがでしょうか。 

○事務局（篠原課長補佐） はい、ありがとうございます。お話の一つとしてはですね、

災害時の要援護者的な意味合いもあるかと思います。 

今、市の方ではですね、対象者の把握、手挙げ方式にはなっておりますけども、希望

する方には、個人の支援プランも作成していくということで進んでおりますので、椎名

委員さんがおっしゃったとおりですね、民生委員さん、まちづくり委員会、また防災課、

市民協働課、福祉課なども含めまして、連携を図ってですね、取り組むべき課題かと思

っておりますので、どうぞよろしくお願いします。ありがとうございます。 

 ○議長（砂金会長） それではお待たせしました。海野委員お願いいたします。 

 ○海野委員 ２ページの環境に関してですけども、現在、なんて言うんですかね、一般の

普通ゴミって言うんですかね、そういうものが地区によって変わりますけども、週２回

くらいの投棄日がある。ところが、それを持っていかない、残されちゃうと。 

原因として、名前が書いてないから、あるいは他の市町村、例えば、ひたちなかとか

から来た人は、その前に住んでいた所の投棄袋というか、それを使う。そうすると那珂

市内じゃないから、これは持っていかないと。これがね、何回も業者と話し合っても、

これは決まりですということで、一切それが処理がされないで止まっちゃう。 

こういった問題は、当然、市の処理費用が掛かるので、ゴミ袋を買ってもらえばいい
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んですけども、それがそんなに多いわけじゃないと思うんですけども、ある分だけの間

だけでも対応できないかどうか、ちょっとその辺も環境課に話しても、らちが明かない

っていうのが業者の話なもんですから、お願いいたします。 

○議長（砂金会長） いかがでしょうか、事務局。 

○事務局（篠原課長補佐） はい、ありがとうございます。那珂市のゴミの出し方の部分

については、その名前を記載して出すという方法で、ほかの市町村ではそれが無いとい

うことも、承知はしているところでございますけども、ちょっと具体的な課題となって

まいりまして、担当課の方にその旨お伝えしまして、調査を進めるようにお話をすると

ともにですね、この総合計画の中でも、そこまで具体的に書けるかどうか分かりません

けども、そのゴミの対策としてですね、ゴミが残らないような形で処理できるように、

そういった方法が取れるような内容でですね、盛り込めるかということも検討していき

たいと思います。以上です。 

 ○議長（砂金会長） ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。 

（休憩を取ってはどうかとの声があり） 

 ○議長（砂金会長） それでは３時まで休憩を取らせていただきます。 

（休憩） 

 

エ 小中学生まちづくり絵画展について 

○議長（砂金会長） よろしいでしょうか。それでは再開をさせていただきます。今、ま

ちづくりカフェの開催結果について、質問を承ったところでした。ほかに、まちづくり

カフェについて何かございますでしょうか。無ければ、そろそろ時間も迫ってまいりま

したので、次に進めさせていただきます。 

では、次第の（４）小中学生まちづくり絵画展につきまして、事務局よりご説明をお

願いいたします。 

○事務局（篠原課長補佐） はい、それでは小中学生まちづくり絵画展につきまして、ご

説明をいたします。資料は４でございます。 

始めに目的でございますけども、この小中学生まちづくり絵画展は、市民参画の一環

としまして、将来の那珂市を担う小中学生から、１０年後の那珂市を描いた絵画作品を

募集しまして、作品の展示を行うということで、市への郷土愛やまちづくりへの関心を

育むことを目的として実施したところでございます。 

応募規定としましては、題材を「１０年後の那珂市」としまして、色、材料は自由と

しましたが、子どもたちには単に絵を描いてもらうだけではなくて、画用紙の裏面に作

品を描いた理由や作品に対する思いというものを記入してもらうことにしました。 

各小中学校の協力の下、夏休みの期間を利用いたしまして、作品を募集しましたとこ

ろ、全部で６７点の応募がございました。学年別に見ますと、小学生は５年生を除いて、

各学年とも１０点を超える応募がございましたが、中学生につきましては、１点のみの

応募ということになっております。 

これらの応募作品の中から、入賞作品の選考を行うため、教育長、総合計画策定委員

会委員長でございます副市長、それと策定委員会の副委員長２名、それと文化協会の美

術部会長の計５名を委員といたします審査会を実施いたしました。審査会につきまして
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は、委員の都合に合わせまして、９月２６日と２７日の２日に分けて開催をしてござい

ます。そこで、厳正かつ慎重な審査の結果、入賞作品としまして、優秀賞が９点、佳作

が１０点、計１９点を決定したところでございます。 

２ページ目をご覧ください。裏面でございます。入賞作品数の学年別の内訳は、記載

のとおりとなってございまして、入賞作品の一覧につきましては、次のページからの別

紙のとおりとなってございます。 

いずれの作品も夢と希望にあふれる、すばらしい作品ばかりとなっておりまして、作

品を描いた理由、思いを見てみましても、１０年後の那珂市を真剣に考えてくれたこと

が読み取れる内容となってございます。これは入賞作品に限ったことではありませんが、

子どもたちが家族や学校の先生方と一緒に、那珂市の将来について話し合いながら作品

を描いてくれたということは、大変ありがたいことだと感じているところです。 

２ページ目に戻りまして、今後の予定でございますけれども、今週の２９日の土曜日

に、図書館におきまして、入賞者に対する表彰式を開催いたします。 

また、本日２６日からは、図書館１階の展示コーナーに、全６７点の応募作品を展示

してございます。１１月９日からは、総合センターらぽーるでも展示を行うことにして

ございます。なお、入賞作品につきましては、第２次那珂市総合計画を冊子にした時に

ですね、中に掲載する予定でございます。 

またですね、市民意見の把握ということで取り組んできたものの一つとして、本日、

資料はご用意してございませんけども、市民意見の把握という策定方針の下ですね、市

民アンケート、市民ワークショップ、まちづくりカフェ、ただ今の絵画展とご説明をし

てまいりましたけども、最近終わった内容としまして、地区別の座談会というものを実

施しまして、そちらが全８地区終了いたしました。参加がですね、延べで１８８人の方

にご参加をいただきまして、各地区のまちづくり委員会さんにご協力をいただいて、地

区別座談会が終了しているということをご報告させていただきます。 

説明につきましては、以上でございます。よろしくお願いします。 

 ○議長（砂金会長） はい、ありがとうございました。ただ今のご説明につきまして、ご

質問ございますでしょうか。はい。では、浅川副会長お願いいたします。 

 ○浅川副会長 感想を。この小中学生のまちづくりの絵画の方なんですけども、この中で

ひまわりの絵と、あとナカマロちゃんとか、よく４年生、５年生が那珂市の花がひまわ

りと知っていて描いたなと。５年生も描いているんですけども。最後には、今売り出し

ている那珂かぼちゃとか、パパイヤまで載っていて。商工会としては、ある程度、ひま

わりフェスティバルとか、そういうのでＰＲできていて良かったかなと。そういう感想

でございます。以上でございます。 

 ○議長（砂金会長） ありがとうございました。１年生もひまわり描いてますね。ほかに

いかがでしょうか。はい。では、椎名委員お願いいたします。 

 ○椎名委員 絵画展が総合センターらぽーるなどでも展示されるということなんですが、

これは、応募作品、全部展示する予定なんですか。 

 ○事務局 はい。 

 

（４）協議 
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ア 第２次那珂市総合計画基本構想（骨子案）について 

 ○議長（砂金会長） ほかにいかがでしょうか。それでは、特に無ければ、次に移りたい

と思います。続きまして、本日の協議事項になります。（１）第２次那珂市総合計画基本

構想の骨子案について、事務局よりご説明をお願いいたします。 

 ○事務局（篠原課長補佐） それでは、第２次那珂市総合計画基本構想（骨子案）につき

まして、ご説明いたします。資料につきましては、資料５でございます。 

この基本構想（骨子案）につきましては、最終的に冊子として作り上げます総合計画

の前半部分となるものでございます。先ほどご説明いたしました「市民アンケート」や

「市民ワークショップ」などの結果を踏まえながら、市役所の課長補佐級の職員で構成

いたしますワーキングチーム、それと市民の代表の方にもご参加いただいております策

定委員会で検討を重ねまして、作成した内容となってございます。 

全部で資料が２１ページにわたりますので、要点のみのご説明とさせていただきます。 

まず、１ページをお願いいたします。始めにですね、第１部の序論でございますが、「第

１章 計画策定にあたって」「１ 計画策定の背景」としまして、（１）自治体を取り巻

く環境の変化では、上から４行目の辺りになりますけども、少子高齢化の進行による人

口減少問題が国の主要課題と認識される中、地方には「自立した地域づくり」が求めら

れていること。（２）総合計画をめぐる動きでございますけども、１行目になります、地

方自治法の改正に伴い、基本構想の策定義務が撤廃され、総合計画の策定に当たっては、

自治体独自の創意工夫が期待されているということ。また、下から３行目でございます

けども、歳入の大幅な伸びが見込めず、歳出が増大する中で、効率的かつ効果的な行政

運営の指針となる総合計画の役割は、これまで以上に重要になるということを記載して

ございます。 

続きまして、２ページでございます。「２ 計画策定の趣旨」としまして、（１）計画

策定の趣旨では、上から６行目の辺りでございますけども、豊かな自然環境や地理的優

位性を活かしながら、本市が持つ「住みよさ」の更なる向上を図り、将来にわたって持

続可能な地域を目指す計画として、第２次那珂市総合計画を策定するとしています。（２）

計画策定の方針では、①市民と行政の協働、②時代の変化に柔軟に対応する、③成果・

実行性を重視する、④まち・ひと・しごと創生総合戦略との整合性を図るという四つの

方針に基づきまして、本計画を策定するとしているところでございます。 

続きまして、３ページでございます。「第２章 計画の構成と期間」といたしまして、

３ページに基本構想、基本計画及び実施計画の説明が記載してございます。次の４ペー

ジにまいりまして、計画期間のイメージ図が記載されています。こちらは、前回、第１

回の総合開発審議会でお示しいたしました「策定方針」と同じ内容となっておりますの

で、説明の方は省略させていただきます。 

４ページの下にあります「計画構成イメージ」でございますが、こちらは、関連する

個別計画などと互いに整合性を図りながら、総合計画に掲げる施策や事業を予算に反映

させまして、効率的かつ効果的な行政運営を進めていくということを示してございます。 

続きまして、５ページでございます。「第３章 計画の進行管理と行政評価」としまし

て、「１ 行政評価システム」では、第１次総合計画と同様、行政評価システムを活用し

まして、本計画の進行管理を行っていくこと。「２ 市民アンケート調査」では、調査結
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果を行政評価システムで用いる成果指標の基礎とするなど、本計画の進行管理に役立て

ているということを記載してございます。 

続きまして、６ページでございます。「第４章 市の現況と課題」としまして、「１ 地

勢」では、市の地理的な位置や、土地利用の状況、道路や鉄道の状況、先ほどもちょっ

と出ましたけども、東洋経済新報社による住みよさランキングの順位などを記載してご

ざいます。 

続いて、７ページでございます。「２ 人口指標」としまして、国勢調査に基づく人口

と年齢別人口割合の過去の推移を記載しております。本市におきましては、人口が緩や

かに減少傾向にあること、少子高齢化が進んでいることが見て取れるかと思います。な

お、こちらの指標につきましては、確定値の公表後、平成２７年の国勢調査の数値を追

加する予定でございます。 

続きまして８ページから１４ページでございます。「３ 現況と課題」としまして、各

指標から見た現況と課題を整理してございます。それぞれの指標は、各分野の施策と関

連しておりまして、８ページにあります（１）市民活動団体数は「市民との協働」、（２）

上水道普及率と汚水処理人口普及率につきましては「生活基盤整備」、９ページの（３）

幼稚園・保育所・認定こども園・小学校・中学校につきましては「子育て支援」、また、

「学校教育」という施策と関連しております。次の１０ページにまいりまして、（４）高

齢者、それと１１ページですね、（５）障がい者（児）は「福祉」の施策となってござい

ます。１２ページにまいりまして（６）就業人口は「雇用」、（７）経営耕地面積、次の

１３ページの（８）商業の状況、（９）工業の状況、それと１４ページの（10）観光入込

客数につきましては「産業」の分野ということで整理してございます。（11）財政力指数

につきましては「行政運営」ということで、それぞれが関連付けをしてございます。 

続きまして、１５ページでございます。ここからがですね、基本構想ということにな

ります。始めに、「１ 市の将来像」についてでございますが、この将来像については、

ワーキングチームでの検討はもちろんのこと、策定委員会の各委員にも、それぞれ案を

出してもらいまして調整したものでございます。その中でですね、最終的に「人と地域

が輝く 安心・安全な住みよいまち 那珂」といたしました。人口減少社会の中であっ

てもですね、市民一人ひとりが個性や能力を発揮しながらいきいきと活躍し、人と人と

のつながりを感じられる充実した地域コミュニティの中で、安心して安全に暮らすこと

ができる住みよい“那珂市”でありたいという願いを表現した市の将来像となっており

ます。 

次に「２ まちづくりの基本理念」ついてでございます。ただ今の市の将来像の実現

に向けまして、三つの基本理念を設定してございます。 

一つ目は、「すべての人が安心して住み続けられるまちを目指します」です。まちづく

りの基盤は、何と言っても地域コミュニティでございます。その充実・強化に取り組む

とともに、市民はもちろん、市外からの転入者も「住んでいて良かった」「これからも住

み続けたい」と思えるように、移住・定住につながる取り組みを進めまして、さらには、

市民アンケートの結果でも高い割合で「優先すべき」としておりました防犯・防災対策

などを推進することによりまして、すべての人が安心して住み続けられるまちづくりを

進めますとしてございます。 
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二つ目は、「共に助け合い支え合う、すべての人にやさしいまちを目指します」です。

少子高齢化や人口減少が進む中、子育て支援は重要な施策の一つでございます。そのた

め、地域全体で子育てを支える体制の強化に取り組むとともに、市民アンケートの結果

でも高い割合で「優先すべき」としておりました、高齢者や障がい者の医療・福祉環境

の充実を図ることにより、共に助け合い支え合う、すべての人にやさしいまちづくりを

進めますとしてございます。 

三つ目は、「すべての人が輝く、賑わいのあるまちを目指します」です。市の将来を担

う子どもたちが、確かな学力と豊かな心を身に付けられるよう、学校教育の充実・強化

に取り組むとともに、人生をより豊かなものとする生涯学習・生涯スポーツ環境の充実

に取り組み、さらには、市民ワークショップでも市の「弱み」として参加者から数多く

の意見があった産業や観光の振興を図ることによりまして、すべての人が輝く、賑わい

のあるまちづくりを進めますとしてございます。 

続きまして、１６ページです。「第２章 将来人口推計」としまして、本計画の計画期

間における将来人口と産業別就業人口の推計を記載してございます。将来人口につきま

しては、昨年度策定しました「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の人口ビジョンを基

に推計してございまして、本計画の中間目標年度である平成３４年では５１，６８７人、

目標年度であります平成３９年では５０，４３７人に減少すると見込んでございます。

また、産業別就業人口につきましては、過去の国勢調査の増減率を基に推計してござい

まして、本市においては、特に第１次産業従事者の減少が進むと想定してございます。 

続きまして、１７ページでございます。「第３章 土地利用構想」でございます。「１ 

土地利用の方針」では、本市の市街化区域を「住居系」「複合系」「産業系」の三つの分

類にしてございます。市街化調整区域につきましては、ゾーン分けということで「営農

ゾーン」「居住ゾーン」「緑地ゾーン」の三つのゾーンに分けまして、土地利用の方針を

示してございます。 

続きまして１８ページをご覧ください。１８ページの「２ 都市ネットワークによる

連携」では、道路や公共交通といった都市ネットワークによりまして、周辺都市との連

携、市街化区域内の各拠点との連携、そして、市街化区域と集落との連携を図るとして

ございます。 

最後に「第４章 施策の大綱」でございます。１９ページから２１ページでございま

す。施策の大綱としまして、「１ みんなで進める住みよいまちづくり」「２ 安全で快

適に暮らせるまちづくり」、２０ページにまいりまして「３ やさしさにあふれ生きがい

の持てるまちづくり」「４ 未来を担う心と文化を育むまちづくり」「５ 活力あふれる

交流と賑わいのまちづくり」「６ 行財政改革の推進による自立したまちづくり」の六つ

の施策の大綱を設定してございます。この六つの施策の大綱が、来年度策定いたします

基本計画の章立て、第１章から第６章になりますけども、それと（１）（２）（３）とそ

れぞれ施策の大綱の中に記載がございますが、こちらにつきましては、基本計画の各章

に掲げる「施策」となります。 

現在、市が展開しているすべての施策を網羅できるように、基本的には、現行の第１

次総合計画を踏襲してございます。「施策の大綱」及び「施策」につきましては、大幅な

見直しは行っておりませんけども、主な見直し箇所としましては、施策の大綱１の「（１）
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地域コミュニティの充実を図る」を「（３）市民との協働によるまちづくりを推進する」

から独立させておりまして、こちらは住みよいまちづくりを推し進めるために、このよ

うな形にしてございます。それとですね、施策の大綱１に「（２）誰もが住み続けたいと

思えるまちづくりを推進する」というものを今回、新たに追加しておりますが、これに

つきましては、移住・定住やシティプロモーションに関する事業など地方創生に関連す

る事業というものを位置付けるために加えてございます。それと施策の大綱２の「（７）

自然環境を活かした機能的な都市づくりを推進する」につきましては、区域指定制度と

いうものですね、導入する予定がございます。これらを踏まえまして、新たに追加した

ものとなってございます。 

またですね、１５ページのところで説明いたしました「まちづくりの基本理念」との

関連性でございますけれども、施策の大綱の「１ みんなで進める住みよいまちづくり」

と「２ 安全で快適に暮らせるまちづくり」がですね、１５ページの基本理念の「①す

べての人が安心して住み続けられるまちを目指します」と関連してございます。施策の

大綱の「３ やさしさにあふれ生きがいの持てるまちづくり」、２０ページになりますけ

ども。それがですね、１５ページに戻りまして「②共に助け合い支え合う、すべての人

にやさしいまちを目指します」に関連しております。２０ページの「４ 未来を担う心

と文化を育むまちづくり」、それと２１ページの「５ 活力あふれる交流と賑わいのまち

づくり」につきましては、１５ページの基本理念の「③すべての人が輝く、賑わいのあ

るまちを目指します」ということに関連して、つながりを持った内容となってございま

す。以上がですね、基本構想（骨子案）の説明でございます。 

それと先ほど椎名委員からご質問があった内容でございますけども、市民アンケート、

市民ワークショップなどの意見については、基本構想のどこに反映されているのかとい

うご質問でございます。ちょっと繰り返しにはなりますけども、今回の計画策定に当た

りましては、市民意見を把握するということで、市民アンケート調査、市民ワークショ

ップ、まちづくりカフェなど、様々な市民意見を聴く機会を設けてございます。これら

は、基本構想の策定と同時並行で進めておりましたので、意見が反映されている箇所も

ございますし、作成の裏付け根拠となった箇所もございます。 

例えばですね、市の将来像でございますけども、１５ページですね。市の将来像でご

ざいますが、この将来像は策定委員会での委員の意見を踏まえて定めたものでございま

して、実はですね、策定委員会の委員にも、それぞれ将来像の案を出していただきまし

た。１６人の委員から全部で１７の案が出てございます。その中でですね、各委員から

は、「市民アンケートの結果から安心というキーワードを入れた」「市民アンケートでは

約８割の方が住みやすいと回答しているので、それを将来像にしてはどうか」などの提

案理由を頂いてございまして、間接的ではありますけども、市民アンケートを反映した

将来像になっているというところでございます。 

次にまちづくりの基本理念でございますけども、１５ページの一つ目の基本理念では

「すべての人が安心して住み続けられるまちを目指します」ということでございますけ

ども、防犯・防災対策などを推進しますとしてございまして、先ほどもご説明しました

とおり、これは市民アンケートの中でですね、質問の三つ目にありましたけども、市民

の皆さんは高い割合で防災・防犯、交通安全の対策を優先すべきという回答がございま
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したので、施策を展開する上での裏付け根拠となっているところでございます。 

二つ目の基本理念ですね、「共に助け合い支え合う、すべての人にやさしいまちを目指

します」というところでございますが、こちらは市民一人ひとりにあった保健、医療、

福祉サービスの充実を図りますとしてございます。こちらもですね、市民アンケートの

質問の三つ目のところで、市民の皆さんから医療、福祉環境を優先すべきと回答がござ

いました。子育てを支える体制の強化に取り組むことにつきましては、市民アンケート

の四つ目のところで、市民の皆さんは子育てがしやすく、子どもが健やかに育つまちを

望んでおりますので、これらの施策を展開する上での裏付け根拠となっているところで

ございます。 

三つ目の基本理念ですね、「すべての人が輝く、賑わいのあるまちを目指します」でご

ざいますけども、こちらは市の活力を支える産業や観光の振興を図るとしてございます。

これも先ほどご説明しましたとおり、市民ワークショップの意見でございますけども、

「雇用の場が少ない」「特産品がない」「ＰＲが下手」など、弱みとしての意見を多数い

ただいてございますので、それらの克服に向けた施策を展開する上での裏付け根拠とな

っているところでございます。 

なおですね、まちづくりカフェにつきましては、市民ワークショップよりも、より具

体的な意見を頂いてございますので、全体的な将来像、基本理念、基本構想というより

は、どちらかと言いますと、今後作成してまいります基本計画。そちらの中で反映でき

ればと考えてございます。例えばですね、福祉の分野で頂きました「健常者、障がい者、

高齢者、みんなが集まり、話をする場所をつくれたら良い」という意見につきましては、

施策の大綱の３番目「やさしさにあふれ生きがいの持てるまちづくり」の中のですね、（４）

家庭や地域で支えあう福祉環境を整えるのところで。文化・教育の分野で頂きました「小

中学校で茶道などの日本文化を教える場所があれば良い」という意見については、施策

の大綱の４番目「未来を担う心と文化を育むまちづくり」の（１）ですね、豊かな心を

育む学校教育の充実を図る、そういったところでですね、それぞれの事業として何か位

置付けることができればいいかなというふうに、今現在考えているところでございます。 

よってですね、冒頭でも申し上げましたけども、市民ワークショップ、まちづくりカ

フェ、アンケート、様々な形でご意見を頂戴しておりますけども、この中に入っている

ものもあれば、今後策定する基本計画の中でですね、より具体的な内容をもって書き込

んでいくということになろうかと思います。以上です。どうぞよろしくお願いします。 

 ○議長（砂金会長） ありがとうございました。ただ今、事務局から第２次那珂市総合計

画基本構想（骨子案）について説明がありました。皆様ご承知のとおり、この審議会は

市長の諮問に応じて、第２次那珂市総合計画について審議し、答申をすることを役割と

しております。 

先ほどもありましたが、資料の４ページに計画構成のイメージというピラミッド図が

ございますけども、我々が今審議しておりますのは、最上位になります基本構想という

ことになります。先ほど、報告事項の最後、皆様から様々なご意見を頂戴しております。

もちろん、頂いたご意見も、答申を作る際の貴重な材料にさせていただきますが、さら

に皆様には、是非、大所高所から忌憚のないご意見を賜りたいと存じます。皆様から頂

いた意見を集約して答申（案）を作成し、次回の委員会の場で答申（案）をお示しした
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いと思います。ですので、是非、今日お越しの皆様で、まだご発言されていない委員の

方々もいらっしゃいますけれども、是非、この答申（案）に盛り込みたいというご意見

を賜りたいと思います。 

それでは何かご意見ございますでしょうか。それでは、古川委員お願いいたします。 

 ○古川委員 ２点お伺いしたいのですけども。今ご説明の中で、基本構想のところなんで

すけれども、まちづくりの基本理念ということで、三つ挙げられています。そのうちの

１番目に、すべての人が安心して住み続けられるまちを目指しますということで、地域

コミュニティの重要性を今聞いたような気がするのですが。個人的な感想なんですけど

も、行政は、この地域コミュニティの重要性を本当に分かってやっているのだろうかと

普段から感じているんですね。どちらかと言うと、いろんな方から聞きますが、「丸投げ

だ、丸投げだ」とみんな言う。本当に行政が中心となって旗を振って、コミュニティの

充実・強化を本当に図ろうという意思があるのだろうか、普段から疑問を持っています。

基本構想ですから、理想論でもいいと思うんですけども、この後、基本計画、実施計画

と落としていくときに、本当に具体的に行政として何をやりますということが入ってく

るのだろうか。普段から聞いていると「できない、できない」ということはよく聞くん

ですが、この辺が本当に具体化できるのだろうかということが心配だということで一つ。 

もう一つなんですが、この基本構想は、先ほどご説明があったアンケートだったり、

いろんな部分から市民の意見を聞いて、それを集約して、具体的な施策ではないですけ

れども、それを文章にまとめたということだと思うのですが、その中で目新しいところ

として、先ほど説明がありましたが、市街化調整区域の中に区域指定制度を導入すると

ありましたけども、これは市民の方の要望なのでしょうか。そこだけ聞いておきたいと

思います。よろしくお願いします。 

○議長（砂金会長） では、事務局お願いいたします。 

 ○事務局（篠原課長補佐） はい、ありがとうございます。まず、１点目の地域コミュニ

ティの部分でございますけれども、まちづくりの基本、市民と協働のまちづくり、市民

と行政の協働のまちづくりというものは、那珂市においても一丁目一番地ということで、

一番重要な施策という位置付けをしているところでございまして、平成２３年ですかね、

自治会制度に変更したということになってございます。 

先ほどもちょっと触れましたけども、基本理念の１に対応する部分としましては、１

９ページの施策の大綱の１ですね、「みんなで進める住みよいまちづくり」の中に施策が

四つございます。以前のですね、第１次那珂市総合計画では二つの施策ということでご

ざいましたけども、そこから二つ増やしたとう内容にしておりまして、一つは地域コミ

ュニティの充実を図るということで、今ご質問があったところでございますけども、こ

ちらにつきましては、市民自治組織、当然、まちづくり委員会、それと自治会の支援な

どを位置付けるという意味合いのものでございます。二つ目の誰もが住み続けたいとい

う部分につきましては、移住・定住、シティプロモーションの関係の部分、三つ目の市

民との協働によるまちづくりを推進するという部分につきましては、市民活動支援セン

ターであったりとか、団体さんからの提案事業であったりとか、そういった活動を支援

する体制、それと人材育成を図るということで、今までも取り組んできたことではござ

いますけども、更に中身を細かくしまして、四つの施策をもってですね、みんなで進め



27 

 

る住みよいまちづくり、地域コミュニティの部分もですね、進めていこうという狙いで

の施策となってございます。 

市の方でどういうふうに考えているのかということでございますけども、当然この総

合計画を基本にですね、今現在も総合計画がございまして、その基本計画にのっとって

事務事業を進めているところでございますけれども、更にこの辺りを強化してですね、

今後も取り組んでいかなければならないし、そういう市民と行政が本当に協働していけ

るような取り組みができるようにということで、施策の大綱として特出しをしたという

ところでございます。 

もう一つの区域指定につきましては、これは市民からのご意見というよりは、どちら

かと言うと、市の施策としまして、人口減少社会がこれから進んでいく中での市の施策

というふうに私の方では聞いてございます。よろしいでしょうか。以上でございます。 

○議長（砂金会長） はい。では、古川委員お願いいたします。 

 ○古川委員 分かりました。すみません、逆に２点目の方からは、これは市民の要望では

ないということですね。ここは大事なところなので。 

はい、分かりました。１点目の施策の大綱として四つに具体的に分けて、これから取

り組んでいくという。行政のこれから取り組んでいくという強い意志と思ってよろしい

ですね。先ほど言いましたけど、今やっているとは思えないものですから、強い意志で

これから行政はここに取り組んでいくんだと、一丁目一番地なんだということで考えて

よろしいですね。 

はい、分かりました。 

 ○議長（砂金会長） ありがとうございました。ほかにご意見ございますでしょうか。で

は、江尻委員お願いいたします。 

 ○江尻委員 今の質問につながるのですけど、１９ページの施策の大綱のところで６項目

あって、それぞれカッコでいくつかあるのですが、これを全部やると。でも、それぞれ

重みがあるような気がして、市民のアンケートとかがあって、例えば、重点項目みたい

なものを、これとこれは市民の意見が多いので重点項目としてやりますとか、そういう

メリハリがどうなのかなというふうに感じました。 

 ○議長（砂金会長） 事務局いかがでしょうか。 

 ○事務局（篠原課長補佐） はい、ありがとうございます。施策の大綱につきましては、

先ほどもちょっと申し上げましたけども、今、市が行っております事務事業、施策につ

きまして、すべてを網羅する形となっておりまして、すべての基礎、那珂市が行ってお

ります施策のすべての基礎ということになりますので、全体的に総体的に書かれている

という内容になってございます。 

その中でもですね、重要施策につきましては、濃淡を付けてということだと思います

けども、こちらになかなか表現しづらい部分はあるかも知れませんが、例えば、順番を

変えるであったりとか、施策の成果指標なんかも、今後、基本計画の中で記載していく

ことになりますけども、そういった中で、なるべく濃淡を付けて順位付けみたいな形を

とってですね、こちらに書きぶりをできればいいかなというふうには考えているところ

ではございます。以上です。 

 ○議長（砂金会長） よろしいですか。 
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 ○江尻委員 そうすると、今、記載されているカッコの順番というのは、優先の高いとこ

ろからという意味で書いているのですか。 

 ○事務局（篠原課長補佐） 今の施策の大綱のカッコの順序につきましては、例えば、２

０ページにあります３の「やさしさにあふれ生きがいの持てるまちづくり」の中の（１）

安心して子どもを産んで育てられる環境を整えるといった部分につきましては、先ほど

からもお話に出てますけども、人口が減少していく中で移住・定住を進めて、子どもを

安心して産み育てられる環境を整えるということからも、これは重要施策であるという

ことで１番目に持ってきている部分ではございます。 

ただ、すべてがですね、アンケートないし、ワークショップであったりとか、そうい

ったものを反映できているかというと、そうではないところもあるかも知れませんので、

この順番につきましてはですね、見直し等を行っていきたいと思います。 

なお、そのカッコは施策の大綱と各施策が書いてありますけども、その施策の中身は

具体的にこういったことをしていきますというような書きぶりを記載して、次回の総合

開発審議会、年明けを予定しておりますけども、その時には、その辺りもお示しできる

のかなというふうに考えております。以上です。 

 ○江尻委員 分かりました。１９ページの大きい２の（６）に「利便性の高い交通基盤を

整える」とあるのですが、今までのワークショップとか、アンケートの結果とか、委員

の意見を聞くと、この（６）は、かなり上位の方に、目立つようにするべきではないか

と感じましたものですから。 

 ○議長（砂金会長） はい、ありがとうございます。では、事務局お願いいたします。 

 ○事務局（関根企画部長） 補足してちょっとご説明をさせていただきます。まず、各施

策の大綱の中の施策の順番は、特には１番が優先順位だとか、そういった位置付けは無

いということで、まずご理解をいただきたい。ただ、施策の大綱の３番については、子

育てというのを１番最初に持っていきたいということで、順番を入れ替えたということ

でございますので、基本的には、これによって優先順位が決まっているということでは

ありません。 

それと併せてですね、施策についてはこの後、それぞれの施策ごとに基本事業という

ものが位置付けられます。その中で、基本事業の中でどういう事業を展開していくのか

ということで、それぞれ施策の優先度、どういった事業を盛り込んでいくのかというこ

とによって濃淡が出てくるというか、優先順位が決まってくる。どれを重点的にやって

いくのかというのが位置付けられるということになろうかと思いますので、基本計画の

段階になりますと、そこに各種の事業、基本事業が位置付けされますと、そのようにし

て明らかにしていくと、それが皆さんから頂いたアンケートとか、そういったものを踏

まえた中で、そういう書き方、位置付けをしていくという形になるかと思います。 

 ○江尻委員 分かりました。 

 ○議長（砂金会長） ありがとうございました。 

 ○事務局（関根企画部長） もう１点。先ほど古川委員からありました区域指定制度のこ

とに関しての住民の意見ということでございますけども、ワークショップ、それからま

ちづくりカフェについては、特に意見が無かったということでございます。ただ、先ほ

ど申し上げました先週の金曜日まで地区別懇談会を８地区やっておりまして、これにつ
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きましては、かなりの意見が出ました。ということで、この案件について、いわゆる中

心部である菅谷地区とそれ以外の地区に関して、いろんなご意見を頂いたと。今日はそ

の意見については、ご報告はしてございませんけども、ここについては、かなり意見を

頂いたということだけお答えをしておきたいというふうに思ってございます。 

ワークショップとまちづくりカフェには、特にはご意見が出た案件はありませんでし

たけど、そういった地区別懇談会におきましては、かなりのご意見が出たということで

ございます。以上でございます。すみません。補足させていただきます。 

○議長（砂金会長） ありがとうございました。では、中村副会長お願いいたします。 

 ○中村副会長 一つは今、質問が出たんですけど。文章で作るとき、総花的になる。だか

ら優先順位、熟度はしっかり定めて、それを住民に知らせて、そして合意形成をしてい

く。なかなか、そうは言ってもできないことは分かります。しかしながら、この懇談会

では、その方向もある程度見極めなければならない。そういう意味で、優先順位と熟度

は必要だと思います。 

それからもう１点は、基本構想の中で、三つほど挙げられました。そこで、地域福祉

の充実、ソーシャルワーク、そういうことを文章では表現できるけど、実態として、希

薄なんですよ。地域の付き合いというのは。そこに考え方を盛り込まないと。ただ文章

だけでいっても、これは難しいと私は思う。私は福祉を担当していますが、福祉は苦労

している。ただ文章でこうですよと言われても、その辺をどう具体的に持っていくか、

我々も考えなければならないが、もちろん。 

もう一つは、大変老婆心で恐縮だけど、２番の共に助け合い、すべての人にやさしい

まちづくりを進めましょう。今、１０月１日から何をやっていますか。１０月１日から

１２月３１日まで赤い羽根だよ。誰もやっていないのではないか。そういう精神的なも

のが、ここに表れてこなければ。我々は一生懸命やっているのだから。その主体である

行政がおろそかにしたのでは、結局、財政はあなたたちに跳ね返ってくるのだから。だ

から一生懸命ね、こういう時期にはそれなりの形をしてください。 

どうですか、幹部の皆さん、赤い羽根をやっていますか。知らないわけではないでし

ょう。大丈夫ですか。以上です。 

 ○議長（砂金会長） ありがとうございます。事務局いかがでしょう。 

 ○事務局（関根企画部長） 私の方から。幹部ではありませんけども、承知をしておりま

して、募金活動には参加をさせていただきました。ただ意思として、きちっとした形で

表すということが大事でしょうし、そういったことで、してないということにつきまし

ては、誠に申し訳ないと言う以外にはありません。 

そういうことで市がですね、先ほどのコミュニティの話の中で、市の取り組みについ

て、非常に委員の方から疑問を呈するようなご意見もございました。地区別懇談会に行

っても、自治会、まちづくり委員会の加入の問題とか、そういうものについても、たく

さんの意見が出ました。そういった中で市がやはり、ひょっとすると自治会、まちづく

り委員会に、先ほどお言葉がありましたけども、丸投げしているんじゃないかなという

ようなご意見も頂いたところでございます。そういった意味では、市とまちづくり委員

会、自治会とお互いに当事者として考えを、知恵を絞ってやっていく姿勢と言うんです

かね。そういったものをやはり、この総合計画、基本計画の中でも、どういった形で表
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していくのかというのが非常に大事だろうし、また、まちづくり委員会、自治会と合わ

せてですね、市民活動団体との連携とか、そういったものも合わせてネットワークを作

りながら、横軸も縦軸も、そういった形で今度の第２次那珂市総合計画の中では、そう

いったことを位置付けて進めていけないかなというようなことも、考えているところで

ございますので、重要なご意見を頂きまして本当にありがとうございます。以上でござ

います。 

 ○議長（砂金会長） 副会長よろしいでしょうか。ありがとうございました。 

それでは、佐藤委員お願いいたします。 

 ○佐藤委員 基本構想の全体の流れからいいますと、言葉尻の問題になってしまうのかな

と思うんですけど、１点、見直しといいますか、ご検討をお願いしたいところがござい

ます。 

１５ページの下から３行目、それから２１ページの大きな４番の「未来を担う心と文

化を育むまちづくり」の文章の中の上から６行目に、「学校教育の充実・強化」という言

葉がございますが、この「強化」という言葉についてなんですが、発展とか、進展とか、

振興という言葉に置き換えてはいかがかなと思います。理由というほどのものではあり

ませんが、感想めいたことなんですが、市の総合計画の基本構想の文脈として、なじま

ないんじゃないかと思いましたので、ご検討をお願いします。 

 ○議長（砂金会長） 事務局、いかがでしょうか。 

 ○事務局（篠原課長補佐） はい、ありがとうございます。ただ今の「強化」という言葉

の使い方でございますけども、そういったことも含めた諮問という形になっております

ので、ご意見として頂戴いたしまして、今後検討していきたいと思います。ありがとう

ございます。 

 ○議長（砂金会長） ありがとうございました。はい。それでは、遠藤委員お願いします。 

 ○遠藤委員 この総合計画の策定の仕方として、まず、市民のワークショップ、まちづく

りカフェ、今までにないような形でやっていただいて、市民の皆さんが何をどう考えて

いるのかよく分かったなということで、大変いい手法を取られて、ありがたいなと思っ

ております。 

そして、この総合計画ですが、今までの流れでいえば、この作り方でよかったんだと

思います。しかし、一昨年、総務省からですね、定住自立圏構想が発表になりまして、

既に水戸市を中心市とした９市町村が定住自立圏に入りました。ですから、これからと

いうのは、この圏域でもって定住促進を図るために、いろいろな分野でお互い連携をし、

また、役割分担をしていくということが定められたわけですね。これは茨城県内では、

この水戸地域だけですね。ですから、総合計画は、今後１０年を見据えた長期にわたる

計画なので、この展望においては、今まで那珂市単独での考えでよかったものが、これ

からは、この水戸近隣を含めた定住自立圏構想の中においての総合計画の策定というも

のを想定していかなくてはいけないと考えています。 

那珂市以外の８市町村が、定住自立圏構想の発表後、総合計画をいつどこが早く策定

するのか分かりませんが、恐らく那珂市が早い方になるのかなと思っておりますので、

那珂市が９市町村の中でも先例を付けるという意味でも、各分野にわたっての連携をう

たう必要があろうと思っておりますが、その基本的な考えをまずお伺いします。 
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 ○事務局（関根企画部長） 私の方からお答え申し上げます。ご承知のとおり、９市町村、

水戸市を中心とした９市町村で定住自立圏共生ビジョンというものを作っておりまして、

第３回までのビジョン懇談会が過ぎまして、いわゆるビジョンがある程度出来上がった

ということでございます。総務省の方からも、目標指標を付けなさいということを指示

されています。要綱が変更になりまして、そういう指示を受けておりまして、今年度中

に定住自立圏のビジョンに対して目標数字を作る作業を今後進めるということで、年度

内にそれを含めた形で共生ビジョンが出来上がるという形に今現在なってございます。 

年明けに、２月ごろになるんですけども、第４回を開いて、共生ビジョンが出来ると

いうことになります。当然、広域行政ということの重要性というのが、ますますご指摘

のとおり、必要になってくるということでございますので、６の施策の中の（１）効果

的・効率的な行政運営を推進するの中には、全体的な広域行政の推進という基本事業が

まず入ってくるだろうと、入れるという形になります。ただ、それぞれの個々に定住自

立圏共生ビジョンの中で、七つの分野の八つの施策だったと思いますが、定住自立圏の

中で推進するということになってございますので、その中で特に休日夜間診療の充実で

すとか、医師確保対策ですとか、成年後見制度の問題、それから公共交通の問題、それ

から職員の人材育成・研修の問題、それから広域観光の問題、それから環境の問題です

ね。そういった事業が連携して取り組むということになりますので、基本計画の基本事

業の中では、そういった視点を踏まえた中で位置付けをして、施策を進めていくという

ような形になろうかというふうに考えております。ですので、基本計画の基本事業の中

では、そういった視点を踏まえた中で作り上げていくということにしたいというふうに

考えてございます。ありがとうございます。 

 ○遠藤委員 分かりました。正しくそういう視点がこれから必要だと思います。総合計画

でうたわないと、各個別計画では、総合計画を飛び越えてうんぬんとなかなか立てづら

いと思いますので、総合計画ではしっかりと連携をうたって、おっしゃったとおり、医

療、公共交通、市民アンケートにも出ているように、ここが非常にニーズが高いし、不

満も多いという部分ですから。 

現在の第１次総合計画を見ても、そういったものがうたわれていないですよね。きち

んとした連携を取っていくという部分が。だからというわけではないですが、それがそ

のまま個別計画に落とし込まれて、連携がどうしても働かない施策になっていってしま

うんですね。やっぱり上位計画は大事です。ですから上位計画でしっかりとうたった上

で、個別計画に落とし込んで行って、各施策に反映させていくという流れを取るには、

やはり、総合計画でしっかりとうたうということが大事だと思っております。 

申し上げた公共交通、医療、産業を含め、あと防災なんかも、これから各市町村の連

携が非常に必要と思いますので、そういったところの視点を入れた形での組み込みとい

うものを、是非、お願いしたいと思います。 

 ○議長（砂金会長） ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。 

はい、海野委員お願いします。 

 ○海野委員 施策の大綱の中の２番目。２番の９番、効率的に生活排水を処理するという

項目が記載されていますけども。８ページですかね、現況と課題の中で、上水道普及率

と汚水処理人口普及率の推移で言うと、公共下水道、あるいは集落排水、合併浄化槽、
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全部ひっくるめても、平成２７年度は７９．３で、前からの推移を見ても、非常に普及

率が遅いというか、これは自治体側の費用負担が大きいもんですから、なかなか難しい

のでしょうけども。こういったものが置き去りにされたまま、今度の自立圏構想の中で、

こういったものが残されないか心配なものですから、今後、こういった問題への費用負

担を多少増やすような意向があるのかどうか、お聞きしたいと思います。 

 ○議長（砂金会長） はい、事務局お願いいたします。 

 ○事務局（篠原課長補佐） ありがとうございます。上水道普及率と汚水処理人口普及率

という現況と課題の部分からの、適正に生活排水を処理するというところかと思います。

こちらにつきましては、施策の評価というものをしているところでございまして、成果

指標を設定して、施策の進行管理を今現在もしているところでございまして、その中で

も、近隣市町村と比較しても、どちらかと言えば低い水準であるという結果になってい

る施策の一つということになってございます。 

そういった意味からもですね、今後、予算も含めて、できるだけこの数字を高めるよ

うな施策ということで、そういった内容の基本計画、ないし基本事業の方に記載をして

いきたいというふうに感じているところです。以上です。 

 ○議長（砂金会長） よろしいでしょうか、海野委員。 

ほかにいかがでしょうか。椎名委員お願いします。 

 ○椎名委員 この人口問題についてなんですが、少子高齢化ということで、ここには、未

婚化、晩婚化というようなことがうたってありますけれども、例えば、教育現場で見ま

しても、私は額田地区に住んでおりますけれども、今から４０年前、子どもたちが小学

校に入るころは、約７０名くらいの子どもがいたのが、いよいよ０歳児が、額田地区で

は、１２、３名までになってしまったんですね。こういう深刻な状況についての少子化

対策、具体的にどういうふうにうたっていくのか、その辺のところが、正直言って見た

いところなんですが。 

実は、市長との座談会の中でも、私が自治会長をやっている時に、那珂市の具体的な

少子化対策についてのプロジェクトチームなどを作ってやったらどうなんだというよう

なことを提言したことがあるのですが、どうも少子化対策の具体性が見えてこない気が

するんですが、事務局の方で、何かそういうものについてありましたら、お願いしたい

と思います。 

 ○議長（砂金会長） では、事務局お願いいたします。 

 ○事務局（篠原課長補佐） はい、ありがとうございます。少子化対策としまして、市が

今、具体的に取り組んでいる一つでございますけども、地方創生という観点からですね、

住宅助成制度というのをこの１０月から始めております。転入してきた方には２０万円、

市内で新たに家を建てた方には１０万円ということで、そういった内容の施策を進めて

おります。 

それとマル福ですね、お子さんの医療費の補助でございますけども、これも１０月か

ら所得制限、今までオーバーしていた方は対象にならなかったんですけども、その所得

制限を撤廃したというような内容で、那珂市で子育てをする上で有効な施策ということ

で、これ以外にもありますけども、そういったことで今現在進めているところでござい

ます。 
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 ○議長（砂金会長） ありがとうございました。 

 ○事務局（関根企画部長） 私の方から、全体的な話なので補足をさせていただきます。

第２次那珂市総合計画でやはり一番大きな課題となる、第１次那珂市総合計画と大きく

違うところは人口減少が進む、少子高齢化が一段と進む中で、地域の持続ある活性化を

どういうふうに位置付けをして、計画上盛り込んでいくのかというのが最大の課題にな

っているのではないかなというふうに思っています。 

その中で昨年１０月に、まち・ひと・しごと創生総合戦略を作りまして、その中で人

口ビジョンを作って、さらに実施計画として、それぞれ四つの柱を作りまして、いわゆ

る雇用の問題、子育ての問題、それから地域の活性化の問題、そういった諸々の施策に

ついて実施計画を作ってございますので、それを着実に総合計画に位置付けた上で進め

ていくという施策。それとやはり、市民アンケートとか、そういった中でも子育てとか

そういった関連に関しましては、費用負担の問題ですとか、いろんな課題、市民の方の

要望が出ていることに対して、どういった形で応えていくのかということ、そういった

具体的な施策の位置付けをすることによって、お子さんを、市民の希望出生率があるん

ですけども、実際にそれに沿った形でお子さんが持ててないという状況もありますので、

そういったことを解消していくような観点に立った上での総合計画、基本計画の策定作

業をしていく必要性があると考えます。そういった意味で、今回の策定の中で、まち・

ひと・しごと創生総合戦略の実施、その整合性というものをうたったということもあり

ますので、そういった中で確実に進めていけるような体制で計画策定を進めていきたい

というふうに思ってございます。以上でございます。 

 ○議長（砂金会長） 大分、お時間が過ぎてまいりましたが、いかがでしょうか。ほかに

ご質問、若しくはご意見は。 

 ○住谷委員 私の消防と全然関係ありませんが、こういうことを言って失礼かもしれない

が、額田幼稚園がなくなる、本米崎小学校がなくなる、この神崎地区もだめなんです。

全然、魅力がなくなる。もっと、若くて、これからどんどん、税収を那珂市にあげられ

る人が住むような方向に持って行ってもらいたいですね。 

是非、よろしくお願いします。申し訳ない。 

 ○議長（砂金会長） ありがとうございました。いかがでしょうか。 

では、もし、今日まだ言い足りないというようなご意見がございましたら、是非、事

務局宛てにお送りいただければ、それも踏まえて答申案を作成していただけると思いま

す。では、ただ今、様々なご意見が出ましたけども、そういった意見を踏まえまして、

適宜、事務局の方で修正を加えて、基本構想を作成するようお願いいたします。 

 

イ その他 

 ○議長（砂金会長） 最後にその他でございますが、委員の皆様から、何かその他ござい

ますでしょうか。 

（意見・質問なし） 

 ○議長（砂金会長） よろしいですか。それでは、以上で本日の協議事項はすべて終了い

たしました。事務局に進行をお返しいたします。 
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（５）閉会 

○事務局（篠原次長） 会長、ありがとうございました。本日は、長時間にわたりまして、

慎重なご審議をいただき、誠にありがとうございます。 

なお、今後の予定でございますが、本日、皆様方から頂きましたご意見を基に、基本

構想（骨子案）について必要な修正を加えてまいります。またですね、１２月の議会に

おきまして、この基本構想につきましての報告、それから来年の１月にかけて、市民の

意見を聞くパブリックコメントを経まして、来年の２月、先ほども出ましたが、第３回

目の審議会を開催したいと考えてございます。その際、皆様方には、修正後の基本構想

（案）についてご審議いただくとともに、本日、写しでお渡ししています諮問に対する

答申（案）についても、ご協議いただく予定としてございます。答申（案）につきまし

ては、来年２月の会議の前には、文書で委員の皆様方に事前に送付をさせていただく場

合もございますので、その際は、ご協力の方をよろしくお願いいたします。 

それでは、以上をもちまして、平成２８年度第２回那珂市総合開発審議会を終了させ

ていただきます。 

本日は、大変ありがとうございました。 


